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はじめに 

 

 

私たちが生きていくためには、毎日の「食」と「栄養」が欠かせません。 

しかし、身近であるがゆえに、その大切さが日々の生活の中に埋もれて 

しまいがちです。 

我が国では、平成１７年６月に制定された食育基本法以来、「食育」とい

う言葉が広く普及してきました。 

その前文には、～子どもたちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身

につけていくためには、何よりも「食」が重要である～と謳われておりま

す。 

本市では、平成２１年３月に「釜石市食育推進計画」を策定し、「子ども」、「協働」、「地域力」の視点

から地域の方々や関係団体との連携の下、幅広い分野で食育に関する施策に取り組んでまいりました。 

この度、１次計画に引き続き、～食を通じて「健やかな体」と「豊かな心」を育むまち かまいし～を

基本理念として、これまで取り組んできた施策や方向性を踏まえ、「第２次釜石市食育推進計画」を策定

いたしました。 

この計画は、地域の方々が親しみやすいよう市の食育マスコットキャラクターである「ほたてちゃん」

の頭文字を当てはめた４つの基本目標を掲げております。また、食育は小さい頃から多くの人と関わり、

育まれていくことから、「ホタテ」の成長と食育を重ね合わせ、食育の輪が育まれるようにとの願いが込

められています。 

市は今後、この計画を基に、地域の方々や関係団体と連携しながら地域特性を生かした食育を推進し

ます。 

釜石は、海と山に囲まれ、四季折々の食材に恵まれております。地元の食材は私たちの財産であると

捉え、「海の食財」「山の食財」、すべての豊かな恵みに感謝し、食を通じて心身ともに健康で生き生きと

暮らしていけるよう、また、一人ひとりが主体となって食育の輪を育んでいけるよう取り組んでまいり

ます。 

結びになりますが、計画策定にあたり、ご尽力を賜りました関係者の皆様、市民の皆様に心から感謝

申し上げます。 

 

 

 

 

平成３１年３月 

 

釜石市長  野 田 武 則 
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第１章 計画の策定にあたって 

                      

第第第１１１章章章   計計計画画画ののの策策策定定定にににあああたたたっっっててて   

１ 計画策定の趣旨 

釜石市食育推進計画は、食育基本法（平成１７年法律第６３号第 10 条）の基本理念に

のっとり、地方公共団体の責務として、＊食育の推進に関し区域の特性を生かした自主的

な施策を策定し、及び実施することを目的として、平成２１年度を始期とする１０カ年計

画として策定されました。 

  平成２５年度には、計画策定当初から予定していた中間評価を行い、平成２６年度には

国や県の第２次計画の策定を受け、平成３０年度を目標年次とする食育推進計画の改定版

を策定しました。 

このたび、平成３０年度をもって「釜石市食育推進計画」の計画期間が終了となるため、

新たに「第２次釜石市食育推進計画」を策定し、より一層食育の推進に取り組んでいきま

す。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

＊「食育」とは 

食育とは、生きる上での基本であって、知育・徳育・体育の基礎となるものであ 

り、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な食 

生活を実現することができる人間を育てることです。 

※食育基本法（平成１７年法律第６３号）より 
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２ 計画の位置づけ 

この計画は、＊食育基本法第 18 条第１項に基づく市町村食育推進計画とし、第３次食

育推進基本計画と第３次岩手県食育推進計画を基本として策定するものです。 

その実施にあたっては、釜石市復興まちづくり基本計画を上位計画とし、釜石市健康増

進計画「第２次健康かまいし 21 プラン」の栄養・食生活に関する健康分野について、各

部門と連携しながら推進していきます。 

釜石市復興まちづくり基本計画（平成 30 年度～32 年度） 

釜石市生涯学習推進計画（平成 24 年度～33 年度） 

釜石市幼児教育振興プラン（平成 28 年度～32 年度） 

釜石市子ども・子育て支援事業計画（平成 27 年度～31 年度） 

釜石市健康増進計画「第２次健康かまいし 21 プラン」 

                （平成 26 年度～35 年度） 

 

 

 

 

 

第 2 次釜石市食育推進計画（平成 31 年度～35 年度） 

第 3 次岩手県食育推進計画（平成 28 年度～32 年度） 

第 3 次食育推進基本計画（平成 28 年度～32 年度） 

食育基本法 

＊食育基本法第 18 条第１項 

市町村は、食育推進基本計画（都道府県食育推進計画が作成されているときは、食育推進

基本計画及び都道府県食育推進計画）を基本として、当該市町村の区域内における食育の推

進に関する施策についての計画（以下「市町村食育推進計画」という。）を作成するよう努

めなければならない。 
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第１章 計画の策定にあたって 

                      

３ 計画の期間 

  第 1 次計画については、平成２１年度を始期とする１０カ年計画として策定されまし

た。第 2 次計画については、釜石市健康増進計画「第２次健康かまいし２１プラン」の

終期（平成３５年度）と整合性を図り、第 3 次計画策定へとつなげるため、平成３１年

度を始期とし平成３５年度を終期とする５カ年計画として策定します。 

４ 計画策定までの流れ 

年 月 会議等及び内容 

平成30年 

4 課内協議   ＊第２次計画骨子案協議 

5 関係機関協議（第１回釜石市食育推進庁内担当者連絡会）＊第２次計画骨子案協議 

7 釜石市健康づくり推進協議会（第１回目）＊第２次計画骨子案を説明 

9 関係機関協議（第2回釜石市食育推進庁内担当者連絡会）＊第２次計画内容協議 

12 

課内協議    ＊第２次計画素案協議 

関係機関協議（第3回釜石市食育推進庁内担当者連絡会）＊第２次計画素案協議 

平成31年 

1 釜石市健康づくり推進協議会（第２回目）＊第２次計画素案を説明 

2 

議会に説明（会派代表者協議会） 

関係機関と調整協議 

パブリックコメント実施 

3 第２次釜石市食育推進計画策定 

 

平成 21～25 26～30 31～35 

西暦 2009～2013 2014～2018 2019～2023 

計画  

 

 

 

 

 第１次 

釜石市食育推進計画 

第２次 

釜石市食育推進計画 

第２次健康かまいし２１プラン 

中間評価改訂版 



4 

第１章 計画の策定にあたって 

                      

５ 食育推進のビジョン～ホタテの成長と食育は幼児期から～ 

釜石のホタテは三陸の海の豊富な栄養を食べて、数年程度で大きくなります。 

食育もホタテのように小さい頃から多くの人と関わり、長い年月をかけて育まれていき

ます。食育を推進するためには、市民の一人ひとりから家庭、地域、ひいては市全体へと

広がるように、皆が一体となって取り組んでいく必要があります。 

＜食育推進のビジョン図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホタテ…稚貝（市民）から大人の貝（市全体）へ 

ワカメ…ホタテと共に成長するワカメ（関係団体） 

ヒモ……ホタテとワカメをつなぐ、「協働・交流」をイメージ

しています。 
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第第第 222 章章章   本本本市市市ののの食食食育育育をををめめめぐぐぐるるる現現現状状状   

１ 人口と世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の人口は、徐々に減少傾向にあり、平成 21 年度と平成 29 年度を比較すると

8 年間で 6,098 人減少しています。また、1 世帯当たりの人数も減少しており、

平成 29 年度は 1 世帯当たりの人数（人口/世帯数）は 2.1 人となっています。 
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２ 起床と就寝時間の状況 

◇小学生 

・平日学校がある日の起床時間 

 

 

 

 

 

 

・平日学校がある日の就寝時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の小学生は、多くの児童が７時までに起床し、21 時台に就寝しています。これは県とほぼ 

同様の傾向を示しています。 

起床時間：市では６時前の起床がやや増加しています。 

就寝時間：市では平成２１年度と比較すると、21 時台・22 時台が増加しています。 

 

20時前 20時台 21時台 22時台 23時台 24時以降

釜石市（％） 1.1 20.7 60.0 17.4 0.9 0.0

岩手県（％） 1.1 19.4 63.7 14.9 0.9 0.1

釜石市（％） 0.5 12.1 64.3 21.4 1.7 0.0

岩手県（％） 0.9 16.6 64.6 17.0 0.8 0.1
H29年度

H21年度

6時前 6時～6時半 6時半～7時 7時～7時半 7時半～8時 8時以降

釜石市（％） 5.3 53.5 37.7 3.5 0.0 0.0

岩手県（％） 9.0 49.3 38.1 3.4 0.2 0.0

釜石市（％） 8.3 48.8 36.9 5.7 0.2 0.0

岩手県（％） 11.9 52.0 33.1 2.6 0.3 0.0

H21年度

H29年度
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◇中学生 

・平日学校がある日の起床時間 

 

 

 

 

 

・平日学校がある日の就寝時間 

 

 

 

 

 

 

 

市の中学生は、ほとんどの生徒が７時までに起床し、23 時台までに就寝しています。これは、 

県とほぼ同様の傾向を示しています。 

起床時間：市では 6 時半までが増加し、県と同様に早起きの傾向が示されました。 

就寝時間：市では平成２９年度、23 時台が増加する傾向があります。県では平成 21 年度と比べ 

２３時台が減少し、21 時台・22 時台がやや増加しています。 

 

6時前 6時～ 6時半 6時半～ 7時 7時～ 7時半 7時半～ 8時 8時以降

釜石市（％） 8.5 36.6 35.3 15.7 3.3 0.7

岩手県（％） 12.9 34.9 36.6 13.0 2.3 0.4

釜石市（％） 12.0 43.4 29.3 12.2 2.6 0.6

岩手県（％） 18.4 39.8 29.8 9.6 2.1 0.3

Ｈ21年度

Ｈ29年度

20時前 20時台 21時台 22時台 23時台 24時以降

釜石市（％） 0.7 1.3 10.5 35.9 38.6 13.1

岩手県（％） 0.6 0.9 11.5 36.6 38.7 11.6

釜石市（％） 0.4 0.9 11.9 32.2 42.2 12.4

岩手県（％） 0.6 1.3 14.6 39.9 33.7 9.9

Ｈ21年度

Ｈ29年度
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◇高校生 

・平日学校がある日の起床時間 

 

 

 

 

 

・平日学校がある日の就寝時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の高校生は、県と同様に 24 時以降の就寝が減少する傾向がみられています。 

起床時間：市では平成 21 年度と比べると、6 時半以降の起床が増加傾向にありますが、県と 

比較すると早起きの傾向にあります。 

就寝時間：市では平成 21 年度に比べると、22 時台・23 時台の就寝が増加しています。 

また、24 時以降に就寝する者の割合が県と比較して高い状態です。 

6時前 6時～ 6時半 6時半～ 7時 7時～ 7時半 7時半～ 8時 8時以降

釜石市（％） 35.8 38.5 20.3 5.4 0.0 0.0

岩手県（％） 17.4 28.6 31.6 17.3 4.2 0.8

釜石市（％） 20.3 39.2 27.2 10.8 2.6 0.0

岩手県（％） 21.5 32.9 28.6 13.3 3.3 0.5

H21年度

H29年度

20時前 20時台 21時台 22時台 23時台 24時以降

釜石市（％） 0.0 0.7 0.7 3.4 40.5 54.7

岩手県（％） 0.6 0.2 1.7 9.0 41.4 47.2

釜石市（％） 1.3 0.0 0.4 6.5 44.0 47.8

岩手県（％） 0.4 0.2 1.6 12.4 47.5 37.8

H21年度

H29年度
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3 朝食欠食の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「がん等疾病予防支援システム集計結果」（県環境保健研究センター） 

 

 

 

 

市の朝食欠食の状況は、県と比較するとどの年代も高い傾向にあり、年齢が上がるにつれて高 

くなっています。 

3 歳児：市では増減を繰り返しており、平成 26 年度から平成２７年度は県よりも高い状態が続いて

います。 

小学生：市では平成 24 年度以降、県よりも高い状態が続いています。 

中学生：市では平成 24 年度以降、県よりも高い状態が続いています。 

高校生：市では平成 25 年度から平成 27 年度にかけて減少傾向がみられたものの、常に県より高い

状態が続いています。 

Ｈ23 市データなし 

Ｈ28、Ｈ29 データ未公表 
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4 肥満の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「がん等疾病予防支援システム集計結果」（県環境保健研究センター） 

 

 

 

. 

 

 

市の肥満の状況は、どの年代でも増減を繰り返しており、県と比較すると高い傾向にあります。 

3 歳児：市では平成 26 年度に減少がみられましたが、平成 27 年度には再び増加に転じました。 

小学生：市では平成 27 年度から平成 29 年度に減少傾向がみられ、平成 29 年度は県よりも低 

い状態にあります。 

中学生：市では調査の無かった平成 23 年度を除いて、すべての年度で県よりも高い状態にあります。 

高校生：市では平成 29 年度に減少がみられたものの、平成 22 年度、25 年度、28 年度は県を大幅

に上回っています。 

Ｈ23 市データなし 

Ｈ28、Ｈ29 データ未公表 
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5 やせの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「がん等疾病予防支援システム集計結果」（県環境保健研究センター） 

 

 

 

 

 

市のやせの状況は、県とほぼ同じ傾向にあります。 

3 歳児：市では県よりも低い傾向にあり、平成 25 年度からは０％が続いています。 

小学生：市では平成 23 年度から 24 年度には急激に減少がみられましたが、平成 2７年度にかけて

は少しずつ増加傾向にあり、その後は再び減少に向かっています。 

中学生：市では県より低い状態にありますが、平成 24 年度からは年々増加傾向にあります。 

高校生：市では平成 23 年度と 28 年度は県を上回っていますが、全体的に県と同じ傾向にあります。 

 

 

Ｈ23 市データなし 

Ｈ28、Ｈ29 データ未公表 
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6 う歯有病率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：「３歳児健康診査（歯科健康診査）」（岩手県、釜石市） 

「釜石市学校保健実態調査結果」（釜石市学校保健会養護教諭部会） 

 

 

 

 

 

市のう歯有病率の状況は、県と比較するとどの年代も高い傾向にあります。 

3 歳児：市では県と比較すると高い状態にありますが、全体的に減少傾向にあります。 

小学生：市では県とほぼ同じ傾向をたどっており、全体的に減少傾向にあります。 

中学生：市では県と比較すると高い状態にありますが、全体的に減少傾向にあります。 

Ｈ28、Ｈ29 県データ未公表 
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第 2 章 本市の食育をめぐる現状 

                      

7 食べない食品群の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「がん等疾病予防支援システム集計結果」（県環境保健研究センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

市の食べない食品群の状況は、県とほぼ同じ傾向にあります。 

小学生：市では県よりも高い傾向がみられます。平成 27 年度には県を下回ったものの、その後は増

加傾向にあります。 

中学生：市では調査の無かった平成 23 年度を除いて、平成 25 年度には減少がみられましたが、平

成 26 年度からは増加傾向が続いています。 

高校生：市では増減を繰り返しているものの、全体的に減少傾向が続いています。 

Ｈ23 市データなし 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

第第第３３３章章章   111 次次次計計計画画画ののの評評評価価価ととと２２２次次次計計計画画画ののの基基基本本本的的的ななな考考考えええ方方方   

１ １次計画の達成状況及び評価 

【最終評価は、以下の記号により表示しています。】 

 

 

 

 

№ 指標名 平成 18 年度 
（計画策定値％） 

平成 24 年度 
（中間評価値％） 

最終目標値
(%) 

平成 29 年度 

（最終評価値％） 
最終評価 

1 
朝食欠食率 

（2 歳児） 
8.0 4.6 3.7 5.6 × 

2 
朝食欠食率 

（3 歳児） 
 3.4 2.7 3.6 

 (※平成 27 年度) × 

3 
朝食欠食率 

（小学生） 
3.8 1.9 1.6 5.0 × 

4 
朝食欠食率 

（中学生） 
9.8 6.2 5.0 10.7 × 

5 
朝食欠食率 

（高校生） 
18.8 17.8 14.2 16.8 △ 

6 
肥満の割合 

（3 歳児） 
 5.8 5.2 5.3 

(※平成 27 年度) △ 

7 
肥満の割合 

（小学生） 
10.4 13.2 9.4 9.3 ○ 

8 
肥満の割合 

（中学生） 
15.2 14.4 13.0 13.2 △ 

9 
肥満の割合 

（高校生） 
9.8 11.4 8.8 14.5 × 

10 
やせの割合 

（3 歳児） 
 1.0 0.9 0 

(※平成 27 年度) ○ 

11 
やせの割合 

（小学生） 
13.4 12.9 11.6 15.5 × 

12 
やせの割合 

（中学生） 
12.5 10.5 9.4 18.5 × 

13 
やせの割合 

（高校生） 
10.8 13.2 9.7 12.2 △ 

14 
食べない食品群があ

る者の割合（小学生） 19.7 19.9 15.7 19.9 × 

○・・・最終評価値が最終目標値に達しているもの 

△・・・最終評価値が中間評価値に比べ改善したが、最終目標値には達していないもの 

×・・・最終評価値が中間評価値に比べ改善せず、最終目標値にも達していないもの 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

№ 指標名 平成 18 年度 
（計画策定値％） 

平成 24 年度 
（中間評価値％） 

最終目標値
(%) 

平成 29 年度 

（最終評価値％） 
最終評価 

15 

 

食べない食品群があ

る者の割合（中学生） 
26.2 21.0 16.8 19.4 △ 

16 
食べない食品群があ

る者の割合（高校生）          26.6 16.1 12.9 15.1 △ 

17 

甘い食べ物等の摂取

回数が 1 日 2 回以上

の者の割合（小学生） 
32.5 33.4 26.0 33.1 △ 

 

18 

甘い食べ物等の摂取

回数が 1 日 2 回以上

の者の割合（中学生） 

30.7 22.6 21.9 24.9 × 

 

19 

甘い食べ物等の摂取

回数が 1 日 2 回以上

の者の割合（高校生） 

44.8 27.4 21.9 23.7 △ 

20 

食育に取り組む保育

所、幼稚園、学校の 

割合 

100 100 100 100 ○ 

21 
食生活改善推進員の

人数 
96（人） 80（人） 110(人)   94（人） △ 

22 
食生活改善推進活動

の回数 
789（回） 672（回） 840(回)  678（回） △ 

23 
う歯有病率 

（3 歳児） 
49.1 34.7 27.8 21.5 ○ 

24 
う歯有病率 

（小学生） 
32.2 21.0 16.8 11.7 ○ 

25 
う歯有病率 

（中学生） 
29.8 54.6 23.8 34.3 △ 

26 
郷土料理・地元食財を

使用した料理の普及 
83.0 

（平成 19 年度） 
100 100 100 ○ 

27 

地産地消の推進 ※

学校給食における県

産食財使用（農林水産

物） 

41.2 30.2 33.2 37.6 
(平成 28 年度) 

○ 

※３歳児データに関しては、平成 28・29 年度分が未公表のため、平成 27 年度分を用います。 

＜参考資料＞ 

 ＊「２歳いい歯健診アンケート調査結果」        （釜石市）/  No1 

 ＊「がん等疾病予防支援システム集計結果」      （岩手県環境保健研究センター）/ No2～19、No23 

＊「市保健福祉部健康推進課調査結果」       （釜石市）/  No20、No26 

＊「食生活改善推進員協議会事務局記録」        （釜石市）/   No21、No22 

 ＊「３歳児健康診査（歯科健康診査）」          （岩手県、釜石市）/  No23 

 ＊「釜石市学校保健実態調査結果」              （釜石市学校保健会養護教諭部会）/ No24、 No25           

 ＊「給食施設における県産農林水産物の利用実態調査」（岩手県）/  No27 ２年に１回 

 



16 

第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

（1） 朝食欠食率について 

中間評価：全ての年代で減少がみられました。 

最終評価：小学生・中学生に関しては、未だに県内ワーストが続いています。 

高校生で減少がみられましたが、最終目標値には達しませんでした。 

 

 

 

 

（2） 肥満及びやせの割合について 

肥満中間評価：減少がみられたのが中学生のみでした。 

肥満最終評価：小学生・中学生で減少がみられましたが、最終目標値に達したのは小学

生のみでした。     

やせ中間評価：小学生・中学生で減少がみられました。 

やせ最終評価：高校生で減少がみられたものの、小学生・中学生では増加に転じ、いず

れも最終目標値には達しませんでした。 

 

 

 

 

 

 

（3） 食べない食品群がある者の割合について 

中間評価：中学生・高校生で減少がみられました。 

最終評価：小学生で横ばいだったものの、中学生・高校生ではさらに減少がみられまし

た。最終目標値には達しませんでした。 

 

 

 

 

 

 

基本的な生活習慣の確立や生活リズムの向上を目指し、関係機関と協力して、朝ごは

んを重視した食育を推進していく必要があります。 

 

釜石市の肥満の子どもは岩手県に比べて多く、やせの子どもも増加傾向にありま

す（現状10～11ページ）。健全な身体づくりには食事バランスが重要であり、主食・

主菜・副菜を基本としたバランスのよい食事の普及促進にさらに取り組んでいく必

要があります。 

 

好き嫌いなく、まんべんなく食べることはバランスのよい食事につながります。今

後も、主食・主菜・副菜を揃え、色々な食財を組み合わせたバランスのよい食事の普

及促進にさらに取り組んでいく必要があります。 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

（4） 甘い食べ物等の摂取回数が１日２回以上の者の割合について 

中間評価：小学生で増加したものの、中学生・高校生で減少がみられました。 

最終評価：中学生で増加したものの、小学生・高校生では減少がみられました。ただ、い

ずれも最終目標値には達しませんでした。 

 

 

 

 

  

（5） う歯有病率について 

中間評価：小学生では減少がみられましたが、中学生では増加しました。 

最終評価：すべての年代で減少がみられ、３歳児と小学生では最終目標値を達成しました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糖分や脂肪分の多い食べ物の食べ過ぎや生活習慣の乱れは肥満を招き、生活習慣病

につながります。間食が補食であることや適正摂取の理解について、普及促進にさら

に取り組んでいく必要があります。 

 

歯の健康は、食事をおいしく楽しむために欠かせません。また、よく噛むことは肥満

予防にもつながります。口腔衛生の大切さや正しい歯磨きの手法や実践について、さら

に理解を深めるために、今後も普及啓発に取り組んでいく必要があります。 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

２ ２次計画の基本理念 

１次計画に引き続き、釜石市の「食育」における理念を以下のように掲げます。 

 

  

釜石の未来を担う子どもたちが、元気で健やかに暮らしていくために、子どもに関わる

全ての人たちが協働し、海と緑に囲まれた釜石特有の風土や文化を生かしながら、食に関

わる人々への感謝と思いやりの心を深めつつ、食べることの大切さを理解し、安全・安心

な食べ物を選択する力や望ましい食習慣を育てます。 

 

３ 食育推進スローガン 

 １次計画においては、「朝食欠食」について全年代で課題が残りました。そこで、「朝

ごはん」という言葉を取り入れ、朝食を中心とする生活リズムの改善を目指し、2 次計画の

食育推進スローガンを下記のとおり定めます。 

 

 

◆食育推進スローガンの趣旨◆ 

毎日の朝ごはんは元気な１日を過ごすために欠かせないものです。 

食べることは「生きること」につながります。今日もみんなで朝ごはんを食べて、釜石全

体の元気に「トライ※」しましょう。 

 

※“トライ„は＊「ラグビー」の「トライ」と「試みる」の意味を合わせたものです。 

 

＊「ラグビー」の「トライ」とは…ラグビーの得点方法の一つで、攻撃側のプレーヤーが

相手のインゴールにボールを着地 (グラウンディング) させること。トライが成立すると，

得点5点とゴールキックの権利 (成功した場合2点加算) が与えられる。 

 

食を通じて「健やかな体」と「豊かな心」を育むまち かまいし 

おはようみんなで朝ごはん！ 元気へトライ！ ほたてちゃん 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

４ ２次計画の基本目標及び施策の展開「ほたてちゃん戦略」 

＜1次計画＞ 

「子ども」、「協働」、「地域力」の視点から「まち」の将来像を考え、次の３つを基本目 

標にし、取り組みを進めました。 

① 未来を担う釜石っ子を中心とした食育が推進できるまち 

② 地域の連携を重視した食育が推進できるまち 

③ 海と緑に囲まれた「食財」を活かした食文化を伝承するまち 

 

＜1次計画中間評価＞ 

‘歯科’と‘肥満’に対する取り組みを追加し、「か・ま・い・し・し」から始まる５つ

の基本目標を設定しました。 

① かんで健康 むし歯ゼロ    歯科 

② まんてん笑顔で 地域と交流  協働 

③ いそがず食べよう 肥満予防  肥満 

④ しんせん安心 地元食財    地域力 

⑤ しっかり選んで 未来につなぐ 釜石っ子を中心とした食育 

 

＜2次計画＞ 

これまでの取り組みと釜石市の現状を踏まえて、新たに基本目標及び施策を展開します。 

そして、基本理念「食を通じて「健やかな体」と「豊かな心」を育むまち かまいし」を

実現するため、食育マスコットキャラクターほたてちゃんの頭文字にあてはめた４つの視点

から基本目標を掲げ、施策を展開します。 

これらを「ほたてちゃん戦略」と題して、次の通り釜石市の食育を推進していきます。 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

基本目標及び施策「ほたてちゃん戦略」  
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

５ 目標値の設定                     

＜目標値の考え方＞ 

・基本目標及び施策「ほたてちゃん」戦略に沿った食育推進の成果を定量的に把握出来るもの 

・市のみならず県と比較することで課題や大切にしたい分野を見出すことが出来るもの 

として以下のとおり目標指標を掲げ、目標値を設定します。 

 

 

 

基本

目標 
目標指標 

現状値(%) 
（平成 29 年度） 目標値(%) 

（平成 35 年度） 
目標値の考え方 

岩手県 釜石市 県現状値 市現状値 1 割減 

ほ
っ
こ
り
家
族
の
笑
顔
は 

 
 

 
 

 

や
さ
し
い
味
が
隠
し
味 

肥満の割合 

３歳児 5.1 
(Ｈ27) 

5.3 
(Ｈ27) 

5.1 ◯  

小学生 10.3 9.3 8.4  ◯ 

中学生 11.3 13.2 11.3 ◯  

高校生 12.6 14.5 12.6 ◯  

やせの割合 

３歳児 0.7 
(Ｈ27) 

0 
(Ｈ27) 

0 0％を維持 

小学生 16.6 15.5 14.0  ◯ 

中学生 19.3 18.5 16.7  ◯ 

高校生 13.1 12.2 11.0  ◯ 

 

基本

目標 
目標指標 

現状値(%) 
（平成 29 年度） 目標値(%) 

（平成 35 年度） 
目標値の考え方 

岩手県 釜石市 県現状値 市現状値 1 割減 

た
く
さ
ん
噛
ん
で 

 
 

 

 
 

 
 

 

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う 

 
食べない食品

群がある者の 

割合 

小学生 17.2 19.9 17.2 ◯  

中学生 17.0 19.4 17.0 ◯  

高校生 16.1 15.1 13.6  ◯ 

甘い食べ物等

の摂取回数が

1 日 2 回以上

の者の割合 

小学生 29.3 33.1 29.3 ◯  

中学生 23.9 24.9 23.9 ◯  

高校生 ２6.3 23.7 21.3  ◯ 

う歯有病率 

３歳児 18.0 
(Ｈ27) 

21.5 18.0 ◯  

小学生 14.0 11.7 10.5  ◯ 

中学生 35.0 34.3 30.9  ◯ 

市の現状値が県に達していないもの・・・県の現状値を目指します。 

市の現状値が県に達しているもの・・・・市の現状値の 1 割減少を目指します。 
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第３章 １次計画の評価と２次計画の基本的な考え方 

 

基本

目標 目標指標 現状値(%) 
（平成 29 年度） 

目標値(%) 
（平成 35 年度） 目標値の考え方 

 
 

て
と
手
を
む
す
ん

で
未
来
へ
つ
な
ぐ 

＊1 地域における食を通じた世

代間交流の推進 
 80 

食を通じた世代間交流事

業を実施する各地区生活

応援センターの割合 

地産地消の推進 

※学校給食における県産食財使

用（農林水産物・牛乳含む） 

37.6 
（Ｈ28） 

66.2 
平成 28 年度岩手県現

状値を目指す 

＊2 食育推進スローガンを知っ

ている市民の割合 
 50.0 50％を目指す 

 

基本

目標 
目標指標 

現状値(%) 
（平成 29 年度） 目標値(%) 

（平成 35 年度） 
目標値の考え方 

岩手県 釜石市 県現状値 市現状値 1 割減 

 

ち
ゃ
ん
と
目
覚
め
て 

 

食
べ
よ
う
朝
ご
は
ん 

 

朝食欠食率 

３歳児 3.7 
（Ｈ27） 

3.6 
（Ｈ27） 

3.2  ◯ 

小学生 3.0 5.0 3.0 ◯  

中学生 7.9 10.7 7.9 ◯  

高校生 14.0 16.8 14.0 ◯  
＊3 食生活改善推進員の

活動状況（推進員手帳の

使用割合） 

98.8 78.7 98.8 ◯ 
 

※3 歳児データに関しては、平成 28・29 年度分が未公表のため、平成 27 年度分を用います。 

 

＜2次計画より変更した目標指標について＞ 

＊1・・・1次計画で掲げていた「郷土料理・地元食財を使用した料理の普及割合」については100％ 

に達したため、新たに「地域における食を通じた世代間交流の推進割合」を盛り込み、取 

り組んでいきます。 

＊2・・・2次計画の周知とともに、食育推進スローガンの普及と定着を図るため、「食育推進スロー 

ガンを知っている市民の割合」を盛り込み、取り組んでいきます。 

＊3・・・1次計画で掲げていた「食生活改善推進員の人数」「食生活改善推進活動の回数」に代わり、 

食生活改善推進員が活動に用いる推進員手帳の使用割合を用いて、活動状況を計ります。 

＊4・・・「食育に取り組む保育所、幼稚園、学校の割合」については、1次計画を通して100％を 

達成したため、第2次計画には盛り込まないこととします。 
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第 4 章 食育推進のための取り組み 

 

第第第 444 章章章   食食食育育育推推推進進進のののたたためめめののの取取取組組組みみみ   

１ 具体的な取組みについて 

 基本目標及び施策「ほたてちゃん戦略」に基づいた目標値を達成するためには、関係機関

が連携し、それぞれの世代に応じた食育を推進することが重要です。 

 そこで、下記のとおり取組みを定め、市全体で取り組んでいきます。 

 

① 「朝から！チャレンジクッキング」事業の実施（市内全 5 中学校） 

釜石市の朝食欠食の状況は、県と比較するとどの年代も高い傾向にあり、年齢が上がるに

つれて高くなっています。（第 2 章 本市の食育をめぐる現状９ページ）中学生に関して

は特に増加傾向を示していることから、市内全 5 中学校において、「朝から！チャレンジ

クッキング」事業を実施します。事業では朝食をとることの意義を啓発し、調理技術などの

実践的な実習を通じて朝食摂取を促し、欠食率の改善を目指します。 

 

② 全市啓発リーフレットの配付及びアンケート実施 

食育に関係する機関が実施する事業において、統一した啓発資料を配付し、「朝食欠食」

「肥満及びやせ」「う歯」などの重点課題及び食育推進スローガン、食育マスコットキャラ

クター「ほたてちゃん」の普及啓発を行います。また、配付と同時にアンケートを実施し、

市民の食育に関する意識調査を行います。 

資料編に、「釜石市食育推進アンケート」（資料編 43 ページ）を掲載します。 

啓発資料については、状況に応じて作成します。 
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③ かまいしカミカミデーの実施 

よく噛むことは肥満予防につながります。また、だ液の分泌を促し、う歯予防にもつなが

ります。そこで、市では毎月３日を噛む日と定め、市全体で取り組みます。 

関係機関 取り組みとして期待される役割 

行政機関（市役所・保健所） 

食生活改善推進員協議会 

・広報・ホームページ等で普及啓発を行う。 

・地域の教室等で普及啓発を行う。 

教育委員会（学校給食センタ

ー・小学校・中学校） 

高等学校 

幼稚園・保育所・こども園 

・学校給食や施設給食において、「よく噛む」食財を取り入れ

た「かみかみ献立」を提供する。 

・「食育だより」や全市啓発リーフレット等で普及啓発を行う。 

スーパー等商業施設 
・「よく噛む」食財を店頭に置くなどして PR を行い、家庭で

も噛む食財を取り入れる機会とする。 

市民一人ひとり 

家庭 

・「よく噛む」食財を家庭料理に取り入れる。 

・親から子へ声がけを行い、家族皆で取り組む。 

 

④ 「ほたてちゃん戦略」に基づいた具体的な事業の実施 

基本理念を実現するため、具体的な事業を「ほたてちゃん戦略」の基本目標のもと、施 

策ごとに振り分けて実施していきます。各事業の対象者は、年代層で表しています。また、

各事業の主体は主管、関係各課として示しています。 

次ページに、「ほたてちゃん戦略」に基づいた具体的な事業を掲載します。 
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2 食育推進の取り組み事業一覧 

基本目標①   ほっこり家族の笑顔はやさしい味が隠し味 

基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑴
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
か
ら
の
健
全
な
食
習
慣
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
家
庭
へ
の
支
援 

パパママ準備教室 
妊 産 期 の 過 ご し 方 や 栄

養・食生活について、保健

指導及び栄養指導を行う。 
○     ○  健康推進課 

もぐもぐごっくん教室 
5～6 ヶ月児を持つ親を対

象に離乳食指導を行う。  ○    ○  健康推進課 

かみかみごっくん教室 
7 ヶ月児～12 ヵ月児を持

つ親を対象に離乳食・ブラ

ッシング指導を行う。 
 ○    ○  健康推進課 

6 ヶ月児健診 
離乳初期から中期に移行

できるよう健診に合わせ

て集団栄養講話を行う。 
 ○    ○  健康推進課 

1 歳 6 ヶ月児健診 
個別健診の結果を基に必

要に応じて栄養指導を行

う。 
 ○    ○  健康推進課 

2 歳児いい歯健康診査 
発育・発達確認、保健指導

及び集団栄養指導を行う。  ○    ○  健康推進課 

3 歳児健診 
個別健診の結果を基に必

要に応じて栄養指導を行

う。 
 ○    ○  健康推進課 

4 歳 6 ヶ月児発達検査 

言語発達や発達障がい等

の早期発見に努め専門的

支援を行うほか、個別栄養

指導を行う。 

 ○    ○  健康推進課 

健診後事後相談 
各乳幼児健診の「要支援

者」に対し、必要に応じて

個別栄養相談を行う。 
 ○    ○  健康推進課 

訪問栄養指導 
「要支援者」に対して必要

に応じ、家庭訪問により個

別栄養指導を行う。 
 ○    ○  

健康推進課 

各生活応援セン

ター 

依頼による栄養相談 
子育て支援センター等か

らの依頼により、栄養相談

及び栄養指導を行う。 
 ○    ○  健康推進課 

園での栄養相談 
園児とその保護者に対し

て、必要に応じて栄養相談

及び栄養指導を行う。 
 ○    ○  

各幼稚園・保育

所・こども園 

集まれ！！ 

小さなシェフ 

市内の小学生以下のお子

さんとその家族に対し講

話と調理実習を行う。 
 ○ ○   ○  

健康推進課 

食生活改善推進

員協議会 

母子保健推進員活動 
乳幼児が参加する教室等

への保育支援を行う。 ○ ○      健康推進課 
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ブックスタート事業 

離乳食教室でブックスタ

ート事業の説明をし、絵本 

の読み聞かせや図書館利

用案内を行う。6 ヶ月児健

診では、赤ちゃん用絵本の

プレゼントを行う。 

 ○    ○  
図書館 

健康推進課 

園給食での指導 

正しい手の洗い方や盛り

付け等の食事のマナーに

関する指導や、三色栄養板

を用いた食材のはたらき

に関する指導等を行う。 

 ○      
各幼稚園・保育

所・こども園 

園での調理実習 
米とぎやだしの味わい方、

カレーやクッキー、ピザ作

りなどの調理実習を行う。 
 ○      

各幼稚園・保育

所・こども園 

ひまわり教室 

（唐丹地区） 

未就学児とその保護者を

対象に、講話及び調理実習

等を行う。 
 ○    ○  

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

3 地区合同母子保健事業 

（唐丹、平田、釜石地区） 

乳幼児及びその保護者に

対して調理実習及び栄養

講話を行う。 
 ○    ○  

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

給食委員会 
給食献立の検討や、給食時

の子どもの様子など情報

交換を行う。 
 ○    ○  

各幼稚園・保育

所・こども園 

給食だよりの配付  
園 に お け る 乳 幼 児 の 栄

養・食生活の情報を提供す

る。 
 ○    ○  

各幼稚園・保育

所・こども園 

釜石大槌給食会による食

育だよりの配付  

釜石市・大槌町の栄養士、

食育担当者からなる釜石

大槌給食会にて作成し、乳

幼児に関する栄養・食生活

の情報を提供する。 

 ○    ○  
各幼稚園・保育

所・こども園 
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基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑵
小
・
中
・
高
校
生
の
健
全
な
食
習
慣
の
形
成
に
向
け
た 

取
り
組
み
と
家
庭
へ
の
支
援 

献立予定表 

食育だよりの配付 

学校給食を生きた教材として

活用し、栄養・食生活の情報を

提供する。 
  ○ ○  ○  

学校給食 

センター 

校内放送原稿の配付 
学校給食の献立を生きた教材

として、校内放送用にひとくち

コメントを作成し、提供する。 
  ○ ○  

 

 
 

学校給食 

センター 

学校訪問指導の実施 
希望があった市内小中学校を

対象に、「食」に関する指導を

実施する。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

保護者等試食会の実施 
保護者を対象とした給食試食

会を実施し、希望があった学校

には講話等を行う。 
  ○ ○  ○  

学校給食 

センター 

釜石高校 

家庭科クラブ 
高校のクラブ活動において、栄

養講話及び調理実習を行う。   
 

 
 ○   

健康推進課 

食生活改善推進

員協議会 

朝から！チャレンジク

ッキング 

栄養講話及び調理実習を行い

食生活の大切さと自分で作れ

る簡単な朝食メニューの普及

啓発を行う。 

   ○    
健康推進課 

学校給食 

センター 

高校生健康教育実施 
市内の全高校に対し栄養教室、

調理実習を行う。     ○   健康推進課 
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基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象 

主管、 

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑶
生
涯
に
わ
た
る
健
全
な
食
習
慣
の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
と
家
庭
へ
の
支
援 

栄養相談 
市内在住の 20 歳以上を対象

に栄養指導を行う。      ○ ○ 健康推進課 

一般介護予防事業 

65 歳以上の高齢者対象の口腔

機能向上事業（歯つらつ健口教

室）において、低栄養予防の栄

養講話を行う。 

     
 

 
○ 

地域包括支援セ

ンター 

岩手県歯科衛生

士会 

健康推進課 

訪問栄養指導 
「要支援者」に対して必要に応

じ、家庭訪問により個別栄養指

導を行う。 
     ○ ○ 

健康推進課 

各生活応援セン

ター 

施設献立指導 
市内グループホーム実施献立

の栄養評価及び栄養指導を行

う。 
      ○ 健康推進課 

障がい者自立訓練支援 
障がい者自立訓練の一環とし

て食事指導及びバランス食の

試食を行う。 
     ○  健康推進課 

食育月間の啓発展示 
６月食育月間に保健福祉セン

ター等で食育に関する普及啓

発を行う。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

健康推進課 

 

男の料理教室 

（鵜住居、栗橋、甲子、

小佐野、平田地区） 

 

地域で実施している男性対象

の料理教室。調理実習及び保健

講話、栄養講話を行う。 
     ○ ○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

脳卒中予防対策推進事

業 

１月～３月に保健福祉センタ

ーや市内商業施設及び広報、ホ

ームページ、地区の健康教室等

で減塩に関する普及啓発を広

く市民に行う。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康推進課 

お茶っ子サロン 
講話や調理実習を行い高齢

者等の閉じこもりを予防す

る。 
     〇 〇 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 
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基本目標②    たくさん噛んでバランスよく食べよう 

基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑴
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
た
健
全
な
食
生
活
の
実
践
へ
の
支
援 

施設献立指導 
市内グループホーム実施献立

の栄養評価及び栄養指導を行

う。 
      ○ 健康推進課 

障がい者自立訓練支援 
障がい者自立訓練の一環とし

て食事指導及びバランス食の

試食を行う。 
     ○  健康推進課 

食育月間の啓発展示 
６月食育月間に保健福祉セン

ター等で食育に関する普及啓

発を行う。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康推進課 

給食残量調査の実施 
学校給食の残量を調査し、児童

生徒の実態を把握する。   ○ ○    
学校給食 

センター 

給食だよりの配付  
園における乳幼児の栄養・食生

活の情報を提供する。  ○    ○  
各幼稚園・保育

所・こども園 

釜石大槌給食会による

食育だよりの配付  

釜石市・大槌町の栄養士、食育

担当者から成る釜石大槌給食

会にて作成し、乳幼児に関する

栄養・食生活の情報を提供す

る。 

 ○    ○  
各幼稚園・保育

所・こども園 

企画図書展 
食育月間に合わせ、関係機関が

連携して「食と栄養」をテーマ

とし開催する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

図書館 

岩手医科大学付

属図書館 

健康推進課 

学校訪問指導の実施 
希望があった市内小中学校を

対象に、「食」に関する指導を

実施する。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

地域からの依頼事業 
依頼により、市内の各集会所等

で調理実習及び栄養講話を行

う。 
〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

園給食での指導 

正しい手の洗い方や盛り付け

等の食事のマナーに関する指

導や、三色栄養板を用いた食材

のはたらきに関する指導等を

行う。 

 ○      
各幼稚園・保育

所・こども園 

園での調理実習 
米とぎやだしの味わい方、カレ

ーやクッキー、ピザ作りなどの

調理実習を行う。 
 ○      

各幼稚園・保育

所・こども園 
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基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑵
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
の
た
め
の
減
塩
及
び
望
ま
し
い
食
習
慣
の
推
進 

減塩チャレンジ教室 

特定健診フォローアップ教室

として、２回コースで保健・歯

科・栄養講話及び適塩弁当の試

食、適塩副菜メニューの紹介を

行う。 

     ○ ○ 健康推進課 

糖尿病予防教室 

特定健診フォローアップ教室

として、糖尿病予防のための集

団保健指導を行い、食事・運動

の行動変容を促す。 

     ○ ○ 健康推進課 

糖尿病予防栄養教室 
糖尿病療養指導士による栄養

講話及び糖尿病予防バランス

食の試食を行う。 
     ○ ○ 

健康推進課 

岩手県栄養士会 

糖尿病重症化予防 

モデル事業 

糖尿病重症化予防対策として

個人医院と連携して患者に栄

養指導を行い、行動変容及び血

液検査データの改善を図る。 

     ○ ○ 
健康推進課 

市内医療機関 

漁協女性部健康教室 
漁協女性部より依頼を受け、主

に減塩をテーマにした調理実

習と栄養講話を行う。 
     ○ ○ 健康推進課 

自主グループ支援 

（甲子、釜石地区） 

高齢者自主グループに対して

調理実習及び栄養講話を行う。      ○ ○ 
各生活応援セン

ター 

健康推進課 

健康づくりの集い 
健康づくりのための保健・歯

科・栄養に関する普及啓発を広

く市民に行う。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

健康推進課 

関係機関・団体 

脳卒中予防対策 

推進事業 

１月～３月に保健福祉センタ

ーや市内商業施設及び広報、ホ

ームページ、地区の健康教室等

で減塩に関する普及啓発を広

く市民に行う。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康推進課 

生活習慣病予防教室 

地域においてがんや高血圧、メ

タボリックシンドローム予防

等の教室を行い、普及啓発を図

る。 

     ○ ○ 
各生活応援セン

ター 

健康推進課 

特定健診結果説明会 
特定健診Ｂ判定結果者を対象

に個別保健指導を行い、食事・

運動の行動変容を促す。 
     ○ ○ 

市民課、健康推

進課 

特定保健指導 

メタボリックシンドローム予

備軍及び該当者を対象に個別

保健指導を行い、食事・運動の

行動変容を促す。 

     ○ ○ 
市民課、健康推

進課 

学校訪問指導の実施 
希望があった市内小中学校を

対象に、「食」に関する指導を

実施する。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

栄養相談 
市内在住の 20 歳以上を対象

に栄養指導を行う。      ○ ○ 健康推進課 

スクラムメイト事業. 

（甲子、中妻、唐丹地

区） 

自主グループ「スクラムメイ

ト」の支援を行う。調理実習及

び保健講話、栄養講話を行う。 
     ○ ○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 
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第 4 章 食育推進のための取り組み 

 

基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑶
自
分
の
食
事
に
関
心
を
も
ち
、
食
品
を
選
ぶ
力
を
身
に
着
け
る 

取
り
組
み
の
推
進 

特定健診結果説明会 
特定健診Ｂ判定結果者を対象

に個別保健指導を行い、食事・

運動の行動変容を促す。 
     ○ ○ 

市民課 

健康推進課 

特定保健指導 

メタボリックシンドローム予

備軍及び該当者を対象に個別

保健指導を行い、食事・運動の

行動変容を促す。 

     ○ ○ 
市民課 

健康推進課 

糖尿病予防教室 

特定健診フォローアップ教室

として、糖尿病予防のための集

団保健指導を行い、食事・運動

の行動変容を促す。 

     ○ ○ 健康推進課 

糖尿病予防栄養教室 
糖尿病療養指導士による栄養

講話及び糖尿病予防バランス

食の試食を行う。 
     ○ ○ 

健康推進課 

岩手県栄養士会 

減塩チャレンジ教室 

特定健診フォローアップ教室

として、２回コースで保健・歯

科・栄養講話及び適塩弁当の試

食、適塩副菜メニューの紹介を

行う。 

     ○ ○ 健康推進課 

糖尿病重症化予防 

モデル事業 

糖尿病重症化予防対策として

個人医院と連携して患者に栄

養指導を行い、行動変容及び血

液検査データの改善を図る。 

     ○ ○ 
健康推進課 

市内医療機関 

栄養相談 
市内在住の 20 歳以上を対象

に栄養指導を行う。      ○ ○ 健康推進課 
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第 4 章 食育推進のための取り組み 

 

基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑷
歯
科
保
健
活
動
に
お
け
る
食
育
の
推
進 

妊婦歯科健診 
妊娠中期に受診票により各

自医療機関を受診する個別

健診を行う。 
○      

 健康推進課 

釜石歯科医師会 

（委託契約） 

母子手帳交付に併せた

普及啓発 

母子手帳交付時、口腔衛生に

関するリーフレットを配布

する。 
 ○     

 
健康推進課 

もぐもぐごっくん教室 
離乳食教室の参加者に乳児

期の口腔機能について集団

健康教育を行う。 
 ○    ○ 

 
健康推進課 

かみかみごっくん教室 

離乳食教室の参加者に乳児

期の口腔機能について集団

健康教育及び個別にブラッ

シング指導を行う。 

 ○    ○ 
 

健康推進課 

6 ヶ月児健診 
６か月児健診受診者に乳児

期の口腔機能、う歯予防につ

いて集団健康教育を行う。 
 ○    ○ 

 
健康推進課 

1 歳 6 ヶ月児健診 
受診票により各自医療機関

を受診する個別健診  ○    ○ 
 健康推進課 

釜石歯科医師会 

（委託契約） 

2 歳児いい歯健康診査 

集団で歯科健診、染め出し、

ブラッシング指導、フッ化物

塗布等を行う。また、障がい

のある児には個別健診を行

う。 

 ○    ○ 

 健康推進課 

釜石歯科医師会 

（委託契約） 

歯科衛生士会 

3 歳児健診 
受診票により各自医療機関

を受診する個別健診  ○    ○ 
 健康推進課 

釜石歯科医師会 

（委託契約） 

4 歳 6 ヶ月児発達検査 

個別相談（歯列の確認・治療

勧奨・う歯予防等）を行う。

また、シーラントについての

リーフレットを配布する。 

 ○    ○ 
 

健康推進課 

歯科衛生士会 

健診後事後相談 

１歳６か月児健診及び２歳

児いい歯健診、３歳児健診の

「要指導者」に対して必要に

応じて個別相談及び指導を

行う。 

 ○    ○ 

 

健康推進課 

訪問歯科指導 
「要指導者」に対して必要に

応じて家庭訪問により個別

歯科指導を行う。 
 ○    ○ ○ 

健康推進課 

各生活応援セン

ター 

地域包括支援セ

ンター 

保育施設、幼稚園、こど

も園における歯科健診 

市内各保育施設、幼稚園、こ

ども園において乳幼児の歯

科健診を行う。 
 ○     

 各幼稚園・保育

所・こども園 

釜石歯科医師会

（委託契約） 

保育施設における歯科

保健事業 
市内各保育施設において、健

康相談及び健康教育を行う。  ○     

 健康推進課 

各生活応援セン

ター 

各幼稚園・保育

所・こども園 
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基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑷
歯
科
保
健
活
動
に
お
け
る
食
育
の
推
進 

依頼による歯科相談 
子育て支援センター等から

の依頼により、健康相談及び

健康教育を行う。 
 ○    ○  健康推進課 

フッ化物塗布 
歯科健診、フッ化物塗布、口

腔衛生指導等を行う。  ○    ○  

釜 石 歯 科 医 師 会

（委託契約） 

岩手県歯科衛生士

会（委託契約） 

健康推進課 

就学児健診 
学校医に委嘱し、就学時の歯

科健診を行う。  ○    ○  教育委員会 

小・中学校における歯科

健診 
学校医に委嘱し、歯科健診を

行う。   ○     教育委員会 

歯科保健指導 各小学校で普及啓発を行う。   ○     教育委員会 

歯・口の健康に関する予

防図画・ポスター・標語

コンクール 

釜石歯科医師会と連携し、小

中学生等を対象として作品

コンクールを行う。 
  ○ ○    

釜石歯科医師会 

学校保健会 

歯科相談 
依頼により生活応援センタ

ーや集会所等で個別歯科相

談を行う。 
     ○  

健康推進課 

各生活応援セン

ター 

健康教育 
依頼により、市内の各集会所

等で集団歯科指導を行う。      ○  
健康推進課 

各生活応援セン

ター 

一般介護予防事業 
65 歳以上の高齢者を対象

に、口腔機能向上事業（歯つ

らつ健口教室）を行う。 
     

 

 
○ 

地域包括支援セン

ター 

岩手県歯科衛生士

会 

健康推進課 

後期高齢者医療 

歯科健診 
受診票により各自医療機関

を受診する個別健診を行う。       ○ 
市民課 

釜石歯科医師会

（委託契約） 

すくすく親子教室 

心身に発達の遅れがある幼

児に対して集団歯科指導及

び個別歯科相談、フッ素塗布

を行う。 

 ○ 
 

 
    

こども課 

釜石歯科医師会

（嘱託医） 

歯と口の健康週間にち

なんだ献立 

学校給食に咀嚼回数が増え

る食材、調理法を取り入れ

る。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

いい歯の日にちなんだ

献立 

学校給食に咀嚼回数が増え

る食材、調理法を取り入れ

る。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

「わが家の献立募集」の

実施 

「かみかみ食材を使った副

菜料理」を市内小中学生対象

に募集する。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

企画図書展 
食育月間に合わせ、関係機関

が連携して「歯と食」をテー

マとし開催する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

図書館 

岩手医科大学付属

図書館 

健康推進課 

3 地区合同母子保健事業 

（唐丹、平田、釜石地区） 

乳幼児及びその保護者に対

して歯科指導及び歯科講話

を行う。 
 ○    ○  

各生活応援センタ

ー 

健康推進課 
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基本目標③    てと手をむすんで未来へつなぐ 

基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑴
地
域
の
食
文
化
の
伝
承
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
食
育
の
推
進 

園での郷土料理の 

伝承行事 

餅つき会やみずき団子作り、か

まだんご作りなど、郷土の食文

化を取り入れた行事を行う。 
 

 

○ 

     各幼稚園・保育

所・こども園 

郷土料理の伝承授業 

小・中学校において、調理実習

及び講話を通して釜石の郷土

料理とその由来について学ぶ

機会とする。 

 
  

○ 

 

○ 

   健康推進課 

食生活改善推進

員 

農作業体験 
野菜の栽培や収穫体験、収穫野

菜を使った給食の提供等を行

う。 
 

 

○ 

     各幼稚園・保育

所・こども園 

地場産食材（産直）の

活用 

学校給食に市内産及びいわて

の「食財」を積極的に活用する。  
  

○ 

 

○ 

   農林課 

学校給食 

センター 

県産食材の選定 
学校給食に県産食材を優先的

に取り入れる。  
  

○ 

 

○ 

   学校給食 

センター 

郷土料理を組み入れた

献立作成 
献立に郷土料理を取り入れる。  

  

○ 

 

○ 

   学校給食 

センター 

オープンフィールドミ

ュージアム実行委員会

事業 

グリーンツーリズムをはじめ、

教育ファームの普及・推進、地 

元の新鮮で安全・安心な「食財」

の提供、海外からの学生等に対

しての民泊や日本の食文化の

伝達など、多種多様な体験活動

の機会を積極的に提供する。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 商業観光課 

水産課 

農林課 

魚援隊による普及活動 
魚市場見学及び新巻鮭つくり

を行う。  
  

○ 

 

○ 

   総合政策課 

水産課 

教育ファーム等の推進 
野菜作り農業体験及び甲子柿

の学習、体験への協力を行う。  

  

○ 

 

○ 

   生涯学習文化ス

ポーツ課 

農業委員会事務

局 

農林課 

出前講座の講師等 

（農林業） 

釜石市の農林業について出前

講座を行う。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 
農林課 

男の料理教室 

（鵜住居、栗橋、甲子、

小佐野、平田地区） 

地域で実施している男性対象

の料理教室。調理実習及び保健

講話、栄養講話を行う。 
 

     

○ 

 

○ 
各生活応援セン

ター 

健康推進課 

スクラムメイト事業. 

（甲子、中妻、唐丹地

区 

自主グループ「スクラムメイ

ト」の支援を行う。調理実習及

び保健講話、栄養講話を行う。 
 

     

○ 

 

○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

お手軽スイーツ作り

（釜石地区） 

体に優しいお手軽スイーツの

調理実習及び栄養講話を行う。  
     

○ 

 

○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 
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基

本

施

策 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑴
地
域
の
食
文
化
の
伝
承
や
地
元
食
材
を
使
っ
た
食
育
の
推
進 

栗林・食の文化祭 

記念講演や健康体操、健康相

談、地元食材を活用した食のコ

ンクール及び加工品の展示試

食、餅まき、地元農産物の販売

を通して、栗林の自然、歴史、

文化を共有し、住民交流と地域

の魅力発信を行う。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

栗林共栄会（砂

子畑・沢田・上

栗林） 

栗橋地区まちづ

くり会議（地域

会議） 

地域からの依頼事業 
依頼により、市内の各集会所等

で調理実習及び栄養講話を行

う。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

小佐野キッズクラブ 
調理実習及び栄養講話を通し

て、市内小学生への食育支援を

行う。 
 

  

○ 

    各生活応援セン

ター 

健康推進課 

学校訪問指導の実施 
希望があった市内小中学校を

対象に、「食」に関する指導を

実施する。 
 

  

○ 

 

○ 

   学校給食 

センター 

ほっこり・ふれあい会 
仮設住宅や災害復興住宅等の

高齢者と園児との食を通じた

イベントを行う。 
 

 

○ 

     

○ 

釜石保健所 

上中島こども園 

かまいしこども

園 

食生活改善推進

員協議会 

健康推進課 

みずき団子作り 
地域住民と乳幼児が一緒に団

子作りを行う。  
 

○ 

    

○ 

 

○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 
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基

本

施

策 

 

 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑵
食
事
を
通
じ
て
の
世
代
間
交
流
の
推
進 

ほっこり・ふれあい会 
仮設住宅や災害復興住宅等の

高齢者と園児との食を通じた

イベントを行う。 
 

 

○ 

     

○ 

釜石保健所 

上中島こども園 

かまいしこども

園 

食生活改善推進

員協議会 

健康推進課 

園での郷土料理の伝承

行事 

餅つき会やみずき団子作り、か

まだんご作りなど、郷土の食文

化を取り入れた行事を行う。 
 

 

○ 

     各幼稚園・保育

所・こども園 

みずき団子作り 
地域住民と乳幼児が一緒に団

子作りを行う。  
 

○ 

    

○ 

 

○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

野菜を育てて味わおう

（釜石地区） 

園児と地域住民とでかぼちゃ

を育てて調理実習を行う。  
 

○ 

    

○ 

 

○ 

各生活応援セン

ター 

健康推進課 

郷土料理の伝承授業 

小・中学校において、調理実習

及び講話を通して釜石の郷土

料理とその由来について学ぶ

機会とする。 

 
  

○ 

 

○ 

   健康推進課 

食生活改善推進

員 

栗林・食の文化祭 

記念講演や健康体操、健康相

談、地元食材を活用した食のコ

ンクール及び加工品の展示試

食、餅まき、地元農産物の販売

を通して、栗林の自然、歴史、

文化を共有し、住民交流と地域

の魅力発信を行う。 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

栗林共栄会（砂

子畑・沢田・上

栗林） 

栗橋地区まちづ

くり会議（地域

会議） 
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基

本

施

策 

 

 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑶
食
育
推
進
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
普
及
と
定
着
の
推
進 

「広報かまいし」や「ま

なびい釜石」等情報誌

への記事掲載 

食に関する情報の発信や事業

の紹介を行う。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

広聴広報課、生

涯学習文化スポ

ーツ課、健康推

進課 

市ホームページへの記

事掲載 

市ホームページにおいて、食に

関する情報の発信や事業の紹

介を行う。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康推進課 

配布資料での 

普及啓発 

各課事業において共通の資料

を配布し、食育課題及び推進ス

ローガン、マスコットキャラク

ター「ほたてちゃん」の普及啓

発を図る。 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
健康推進課 

関係各課 

生涯学習出前講座 
食育推進計画について市民に

理解を流す。  ○ ○ ○ ○ ○  
生涯学習文化ス

ポーツ課 

食育月間の啓発展示 
食育推進計画の普及啓発及び

展示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 健康推進課 

健康づくりの集い 
食育推進計画の普及啓発及び

展示 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
健康推進課 

関係各課 
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基本目標④     ちゃんと目覚めて食べよう朝ごはん 

基

本

施

策 

 

 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑴
早
寝
早
起
き
な
ど
の
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
普
及
に
向
け
た
支
援 

朝から！チャレンジク

ッキング 

栄養講話及び調理実習を行い、

朝食をとることの大切さと自

分で作れる簡単な朝食メニュ

ーの普及啓発を行う。 

   ○   

 
健康推進課 

学校給食 

センター 

就学時健診を活用した

子育て学習講座 

新入学児童の保護者が集まる

就学時健診の機会を活用し、子

育てに関する学習機会を提供

することにより家庭における

教育力の向上を図る。 

 ○    ○ 

 

生涯学習文化ス

ポーツ課 

企画図書展 
食育月間に合わせ、関係機関が

連携して「歯と食」をテーマと

し開催する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

図書館 

岩手医科大学付

属図書館 

健康推進課 

集まれ！！ 

小さなシェフ 

市内の小学生以下のお子さん

とその家族に対し、栄養講話及

び調理実習を行う。 
〇 ○ ○   ○ 

 

〇 
健康推進課 

食生活改善推進

員協議会 

学校訪問指導の実施 
希望があった市内小中学校を

対象に、「食」に関する指導を

実施する。 
  ○ ○   

 学校給食 

センター 

生涯学習出前講座 

子どもの生活リズム～「早寝早

起き朝ごはん」の必要性につい

て～というテーマで、早寝早起

き朝ごはんの必要性について

理解を促す。 

 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

生涯学習文化ス

ポーツ課 

高校生健康教育実施 
市内の高校に対し栄養教室、調

理実習を行う。     〇  
 

健康推進課 
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基

本

施

策 

 

 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑵
朝
食
摂
取
を
重
視
し
た
食
育
の
推
進 

朝から！チャレンジク

ッキング 

栄養講話及び調理実習を行

い、朝食をとることの大切さ

と自分で作れる簡単な朝食

メニューの普及啓発を行う。 

   ○    
健康推進課 

学校給食 

センター 

就学時健診を活用した

子育て学習講座 

新入学児童の保護者が集ま

る就学時健診の機会を活用

し、子育てに関する学習機会

を提供することにより家庭

における教育力の向上を図

る。 

 ○    ○  
生涯学習文化ス

ポーツ課 

企画図書展 
食育月間に合わせ、関係機関

が連携して「歯と食」をテー

マとし開催する。 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

図書館 

岩手医科大学付

属図書館 

健康推進課 

集まれ！！ 

小さなシェフ 

市内の小学生以下のお子さ

んとその家族に対し、栄養講

話及び調理実習を行う。 
〇 ○ ○   ○ 〇 

健康推進課 

食生活改善推進

員協議会 

学校訪問指導の実施 
希望があった市内小中学校

を対象に、「食」に関する指

導を実施する。 
  ○ ○    

学校給食 

センター 

生涯学習出前講座 

子どもの生活リズム～「早寝

早起き朝ごはん」の必要性に

ついて～というテーマで、早

寝早起き朝ごはんの必要性

について理解を促す。 

 ○ ○ ○ ○ ○  
生涯学習文化ス

ポーツ課 

高校生健康教育実施 
市内の全高校に対し栄養教

室、調理実習を行う。     〇   健康推進課 
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基

本

施

策 

 

 

事業名 事業内容 

対象  

 

 

主管、    

関係各課 

1 2 3 4 5 6 7 

妊

産

婦 

乳

幼

児 

小

学

生 

中

学

生 

高

校

生 

成

人 

高

齢

者 

⑶
食
育
を
推
進
す
る
関
係
団
体
と
行
政
の
連
携 

食生活改善推進員養成

講座（保健栄養教室） 

地域における食育、健康づくり

の推進のため、食生活を通じた

健康づくりのボランティア活

動を行う食生活改善推進員の

養成を行う。 

     ○ ○ 健康推進課 

食生活改善推進員の 

育成 

食生活推進員、健康づくり支援

者などのボランティア組織の

ネットワーク化を進め住民主

体の健康なまちづくりを推進

する。 

     ○ ○ 健康推進課 

食生活改善推進員の講

師派遣 

地域の教室や郷土料理の伝承、

自主グループの活動支援とし

て食生活改善推進員の講師派

遣を行う。 

〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
健康推進課 

食生活改善推進

員協議会 

生涯骨太クッキング 

食生活改善推進員が講師とな

り、地域住民を対象に、骨粗鬆

症予防のための乳製品を使っ

た調理実習及び講話を行う。 

     ○ ○ 
食生活改善推進

員協議会 

健康推進課 

生活習慣病予防のため

の減塩推進スキルアッ

プ事業 

若者・働き世代及び壮年・高齢

世代を対象に食生活改善推進

員が講師となり、調理実習及び

講話を行う。 

    ○ ○ ○ 
食生活改善推進

員協議会 

健康推進課 

給食委員会 
給食献立の検討や、給食時の子

どもの様子など情報交換を行

う。 
 ○    ○  

各幼稚園・保育

所・こども園 
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3 計画の推進体制 

計画の推進にあたっては、庁内関係部局との連携・調整を図るため、「釜石市食育推進庁

内担当者連絡会」を設置します。その上で、毎年度の進行状況を＊1 PDCA サイクルと、

＊2 到達度の計算方法を用いた割合をもとに確認し、進めていきます。 

また、平成 35 年度最終評価に関しては、＊3 到達度で評価します。 

 

＊1 PDCA サイクル…事業活動を円滑に進める手法 Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、

Act（改善）の４段階を繰り返すことによって、業務を段階的に改善します。 

 

 

 

 

 

 

＊2 到達度の計算方法 

 

 

＊3 到達度 

到達度 

Ａ：100％以上（目標達成） 

Ｂ：50％以上 100％未満（目標値に近づいている） 

Ｃ：0％超 50％未満（やや改善傾向） 

Ｄ：0％以下（後退） 

 

 

｛（評価年度の値）－(平成 29 年度市現状値)｝ 

÷｛（平成 35 年度目標値）－(平成 29 年度市現状値)｝×100 
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資資資料料料編編編   

  

 釜石市食育推進アンケート・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43 

 釜石市食育推進庁内連絡会名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・44 

 釜石市健康づくり推進協議会名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・45 

 食育ってどんないいことがあるの？（農林水産省 HP より）・・・・・・・・ 46 

 釜石市学校給食センター食育だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・48 

釜石市生涯学習出前講座の紹介（食育にかかわる主なもの）・・・・・・・・ 49 

 釜石おいしいマップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50 

釜石市産直マップ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・51 

かまいしお魚カレンダー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・52 

釜石市の郷土料理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・53 

 かまいし版食事バランスガイド・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・54 

みんなで食べよう！ほたてちゃんメニュー・・・・・・・・・・・・・・・・56 

 災害への備え～非常時を生き抜くために～・・・・・・・・・・・・・・・・57 

 問い合わせ先・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・59 
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釜釜釜石石石市市市食食食育育育推推推進進進アアアンンンケケケーーートトト    

釜石市の食育推進のための資料として活用させていただきますので、 

アンケートにご協力くださいますようお願いします。 

下記の当てはまる項目の番号には○を、（ ）には記入をお願いします。 

 

●家族構成（祖父・祖母・父・母・子（ 人）） ●あなたの性別（男・女） 

●あなたの年代（１０代・２０代・３０代・４０代・５０代・６０代・７０代・８０代以上） 

●あなたの学年（小学  年生・中学  年生・高校  年生） 

1、あなたは、釜石市食育推進計画があることを知っていますか？ 

１、知っている               ２、知らない 

2、あなたは、釜石市食育マスコットキャラクター「ほたてちゃん」を知っていますか？ 

１、知っている               ２、知らない 

3、あなたは、毎月３日の「かまいし カミカミデー」を知っていますか？ 

１、知っている               ２、知らない 

4、あなたは朝ごはんを食べますか？ 

１、ほとんど毎日食べる   ２、週2～3日食べない   3、週４日以上食べない 

5、朝ごはんを食べない方は、理由を教えて下さい。 

１、時間が無いから             ２、家族が食べないから 

3、食べたくないから         ４、その他（      ） 

6、あなたは普段、朝何時ごろに起きますか？ 

    １、午前６時より前         ２、午前６時から６時半より前の間 

3、午前６時半から７時より前の間  ４、午前７時から７時半より前の間 

５、午前７時半から８時より前の間  6、午前８時以降 

7、あなたは普段、夜何時ごろに寝ますか？ 

    １、午後８時より前        ２、午後８時台 

３、午後９時台          ４、午後１０時台  

５、午後１１時台         ６、午前０時以降 

8、あなたの睡眠時間は、平均何時間ぐらいですか？ 

    １、６時間未満          ２、６時間台 

３、７時間台           ４、８時間台 

５、９時間台           ６、１０時間以上 

9、あなたは夕食後に甘い食べ物や飲み物をとることはありますか？ 

１、ほとんどとらない ２、週に１～2回くらい ３、週に3～4回くらい ４、ほぼ毎日 

10、あなたは、歯を毎日磨いていますか？ 

    １、毎日３回以上磨く       ２、毎日２回磨く     3、毎日１回磨く 

４、時々磨く           ５、磨かない 
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釜釜釜石石石市市市食食食育育育推推推進進進庁庁庁内内内連連連絡絡絡会会会名名名簿簿簿   

所属 職名 氏名 

市民生活部 地域づくり推進課 主事 小澤 蒔生里 

 生涯学習文化スポーツ課 主事 佐藤 愛 

 図書館 館長 高橋 悦子 

保健福祉部 子ども課 課長補佐 正木 浩二 

 上中島こども園 主任栄養士 土手 裕子 

産業振興部 商業観光課 主任 菊池 俊介 

 水産課 主任 蔵本 英司 

 農林課 主任 鈴木 真由美 

教育委員会 学校教育課 学校給食センター 栄養教諭 平野 沙紀 

事務局 職名 氏名 

健康推進課 課長 沖  裕之 

健康推進課 成人保健係 課長補佐 佐々木 尊子 

健康推進課 成人保健係 主任栄養士 植田 優子 

健康推進課 成人保健係 管理栄養士 川崎 恵梨香 

健康推進課 成人保健係 管理栄養士 互野 雅貴 

健康推進課 母子保健係 管理栄養士 中村 紘子 
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釜釜釜石石石市市市健健健康康康づづづくくくりりり推推推進進進協協協議議議会会会名名名簿簿簿   

（（（任任任期期期：：：平平平成成成 222999 年年年 777 月月月 111 日日日～～～平平平成成成 333111 年年年 333 月月月 333111 日日日）））   

役職 所属団体（職名） 氏名 

1 会長 釜石医師会（副会長） 堀   晃 

2 副会長 釜石保健所（所長） 平 賀 瑞 雄 

3 委員 釜石歯科医師会（顧問） 鈴 木   勝 

4 委員 釜石薬剤師会（副会長） 金 澤 英 樹 

5 委員 釜石市公衆衛生組合連合会（会長） 平 田 裕 彌 

6 委員 釜石市老人クラブ連合会（事務局長） 小笠原 永 治 

7 委員 釜石市体育協会（健康推進員） 佐久間 定 樹 

8 委員 釜石市食生活改善推進員協議会（会長） 佐々木 ひろ子 

9 委員 釜石商工会議所女性会（会長） 福 成 菜穂子 

10 委員 釜石市母子保健推進員（代表） 市 川 淳 子 

11 委員 岩手県栄養士会沿岸地区会釜石地区（副会長） 三 嶋 二三子 

12 委員 岩手県歯科衛生士会釜石支部（会員） 大 向 志満子 

13 委員 釜石市市民生活部生涯学習文化スポーツ課（課長） 村 上 純 幸  

14 委員 釜石市保健福祉部高齢課介護福祉課（課長） 長 野  勝 
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食食食育育育っっってててどどどんんんななないいいいいいここことととがががあああるるるののの？？？   

～～～エエエビビビデデデンンンススス（（（根根根拠拠拠）））ににに基基基づづづいいいててて分分分かかかっっったたたこここととと～～～   

朝朝朝食食食ををを毎毎毎日日日食食食べべべるるるとととこここんんんななないいいいいいこここととと   

●朝食を食べる習慣は、食事の栄養バランスと関係しています 

  

 

 

 

 

 

 

●朝食を食べる習慣は、生活リズムと関係しています 
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●朝食を食べる習慣は、心の健康と関係しています 

 

 

●朝食を食べる習慣は、学力・学習習慣や体力と関係しています 

 
 

※そのほか、詳しい内容は下記ホームページをご覧ください。 

農 林 水 産 省 ホ ー ム ペ ー ジ 「 食 育 」 っ て ど ん な い い こ と が あ る の ？

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/evidence/index.html

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/evidence/index.html
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６月 食育だより 
 

おうちの人といっしょに

よみましょう！ 

平成３０年 ６月 

釜石市学校給食センター 

 

 

～もうぺっこ
・ ・ ・

かむために、とりいれてみませんか～ 

 平
へい

成
せい

１７年
ねん

に制定
せいてい

された「 食
しょく

育
いく

基
き

本
ほん

法
ほう

」では、「子
こ

どもたちが豊
ゆた

かな人間性
にんげんせい

を

育
はぐく

み、生
い

きる 力
ちから

を身
み

につけていくために

は、何
なに

よりも『 食
しょく

』が重 要
じゅうよう

である」と書
か

かれています。子
こ

どものころから、様々
さまざま

な 食
しょく

に関
かん

する経
けい

験
けん

をつんでいきたいです

ね。 

 

６月４日から１０日は

歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

週 間
しゅうかん

 

歯
は

と骨
ほね

を健康
けんこう

に！カルシウム＆かみかみパワー 

もちろん食後の

歯みがきも 

忘れずに 

カルシウムは、丈夫
じょうぶ

な歯
は

や骨
ほね

をつくるために大切
たいせつ

な栄養素
え い よ う そ

で

すが、その摂取
せっしゅ

は、２０歳
さい

までが勝負
しょうぶ

です。なぜなら、骨
ほね

に含
ふく

まれるカルシウムの 量
りょう

は、２０歳
さい

くらいに最大
さいだい

となり、それ

以降
い こ う

は増
ふ

えないからです。小
ちい

さい頃
ころ

から、牛 乳
ぎゅうにゅう

などの乳製品
にゅうせいひん

、

ちりめんじゃこなどの小魚
こざかな

、豆腐
と う ふ

や納豆
なっとう

、こまつなやチンゲン

菜
さい

といった、カルシウムを多
おお

く含
ふく

む 食
しょく

品
ひん

を積極的
せっきょくてき

に食
た

べたい

ですね。また、歯
は

と口
くち

の健康
けんこう

を保
たも

つためには、よくかんで食
た

べ

ることも重 要
じゅうよう

です。ひとくち 

３０回
かい

を目 標
もくひょう

に、意識
い し き

して食
た

 

べてみましょう。 

 《カルシウム摂取
せっしゅ

と骨粗鬆症
こつそしょうしょう

の関係
かんけい

》 

 家族
か ぞ く

みんなで取
と

り組
く

んでみましょう！ 

ま 

☆６月の給食からおすすめレシピを紹介☆ 

≪材料≫ 大人４人分 

ゆで大豆 ・・・・・50ｇ 
むき枝豆 ・・・・・30ｇ 
キャベツ ・・・・・1 枚 
きゅうり ・・・・・1/3 本 
にんじん ・・・・・1/5 本 
ホールコーン ・・・30ｇ 
ツナ ・・・・・・・40ｇ 

サラダ油・・・小さじ１強 
酢・・・・・・小さじ 2 
薄口しょうゆ・小さじ１ 
食塩・・・・・少々 
さとう・・・・少々 
こしょう・・・少々 

 

≪作
つく

り方
かた

≫ 

① 調味料
ちょうみりょう

A をよく混
ま

ぜ合
あ

わせて、ドレッシングを作
つく

り、

冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

で冷
ひ

やしておく。 

② キャベツはざく切
ぎ

り、きゅうりは３㎜くらいの厚
あつ

さの輪
わ

切
ぎ

り、にんじんは千
せん

切
ぎ

り、ツナは汁
しる

を切
き

っておく。 

③ キャベツ、にんじんは、沸騰
ふっとう

したお湯
ゆ

でさっと湯
ゆ

がいて

冷
ひ

やす。 

④ 材 料
ざいりょう

をすべて合
あ

わせて、①のドレッシングで和
あ

える。 

⑤ 器
うつわ

に盛
も

ってできあがり。 

『かみかみサラダ』 

A 
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釜釜釜石石石市市市生生生涯涯涯学学学習習習まままちちちづづづくくくりりり出出出前前前講講講座座座ののの紹紹紹介介介   

（（（食食食育育育にににかかかかかかわわわるるる主主主なななもももののの）））   

分野 № 講座メニュー 担当課 

市民生活部 12 防災知識講座 防災危機管理課 

福祉・健康 31 かまいしの健康づくりについて №.3（母子保健） 健康推進課 

32 かまいしの健康づくりについて №.4（歯科保健） 

33 第 2 次 健康かまいし 21 プランについて 

34 釜石市食育推進計画について 

38 介護予防（いきいき 100 歳体操）を始めよう！ 地域包括支援センター 

41 子育て支援について 子ども課 

環境 46 環境保全と自然保護 環境課 

47 ごみ減量とリサイクル 

産業 51 釜石市の農林業 農林課 

52 釜石市の水産業 水産課 

都市づくり 60 私たちの生活に欠かすことのできない水道について 水道事業所 

教育・文化 64 子どもの生活リズム 

〜「早寝早起き朝ごはん」の必要性について〜 

生涯学習文化課 

団体名 № 講座メニュー 備考 

岩手県 84 食の安全安心に関する講習会（平日 10：30～16：00） 県民くらしの安全課 

岩手県 

（沿岸広域

振興局） 

85 いわての水産・つくり育てる漁業 

（サケ、アワビ、ウニ、養殖漁業等） 

水産部 

86 いわての水産・水産加工業 

（衛生管理、カイゼン、商品開発等） 

90 健康づくり〜生活習慣病の予防について〜 保健福祉環境部保健課 

92 老化防止は食事から！～見ための若さより血管の若さ〜 

94 口の健康は生涯の健康！ 

100 あなたの「塩分見える化！」 

〜オシッコでわかる塩分測定講座〜 

102 食の安全安心について 保健福祉環境部環境衛生課 

岩手県水産

技術センタ

ー 

108 岩手の魚たち 漁業資源部 

109 美味しく食べよう岩手の水産物 利用加工部 

110 岩手の磯根動物 増殖養部 

111 岩手の養殖業 

112 岩手の海と環境 漁場保全部 
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釜釜釜石石石市市市おおおいいいしししいいいマママッッップププ   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆皆ささんんのの地地域域でではは何何ががととれれるるかか  

チチェェッッククししててみみままししょょうう！！  
 

橋野 

甲子 

栗林 

唐丹 

鵜住居 



51 

  資料編 
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釜釜釜石石石市市市ののの郷郷郷土土土料料料理理理   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県沿岸部の地域で昔から伝えられているもので、朝の農作業後の休憩のおや

つとして食べられてきました。 

「かま」は農作業具の「鎌」の形に似ている為、この呼び名となりました。 

「かまだんご」の他にも、「ひゅうず」・「ひゅうじ」などの呼び名があり、はっ

きりした語源は不明ですが、火打ち金の形がなまったとも言われています。 

＜材料＞ 

黒砂糖・・・180ｇ 

くるみ・・・30ｇ 

黒すりごま・大さじ 1.5 

味噌・・・・小さじ 1 

小麦粉・・・320ｇ 

 塩・・・・・・・小さじ

1/4 

 熱湯・・・・・・200ｃ

ｃ 

①黒砂糖、くるみは粗く刻み、ボウルに黒すりごま、味噌と混ぜ合わせる。 

②ボウルに小麦粉、塩を加えた熱湯を少しずつ注いで混ぜ合わせる。 

③耳たぶ位のやわらかさにまとめ、８個に分ける。 

④③を丸く伸ばし、①のくるみ味噌をのせ包む。 

⑤ふちをしっかり閉じて、熱湯の中に入れて茹でる。 

⑥浮かんできたら網ですくい、ざるにあげて水切りする 

 

鍋の中身がぐつぐつと煮え立ち、まるでおしゃべりをしているように聞こえるか

らとか、料理の準備のために昔は井戸を囲み、おしゃべりをしながら作ったからな

どと言われています。 

しゃべこと汁の「しゃべこと」は、「しゃべる」の方言。釜石地方では小正月料

理として、今でもよく食べられています。 

 また、おしゃべり会用の鍋料理としてもよく作られています。 

 
＜材料＞ 

金時豆・・・・・２０ｇ 

干ししいたけ・・２枚 

出し昆布・・6ｃｍ角１枚 

人参・・・・・・４０ｇ 

大根・・・・・・１００ｇ 

ごぼう・・・・・４０ｇ 

板こんにゃく・・５０ｇ 

若鶏もも肉・・・７０ｇ 

さつま揚げ・・・４０ｇ 

焼き豆腐・・・・７０ｇ 

出し汁・・・・・５００ｃｃ 

（しいたけ、昆布だし含み） 

濃口しょうゆ・・大さじ 1 と 1/2 

料理酒・・・・・小さじ 1 と 1/2 

①金時豆は一晩水に漬けてザルにあげておく。 

②干ししいたけは、ぬるま湯に漬けて戻しておく。（汁はとっておく。） 

軽く絞り、軸を切り落とし、イチョウ切りにする。 

③昆布は、はさみで 1ｃｍくらいの正方形に切り、水に柔らかくなるまで

漬け、ザルにあげる（汁はとっておく） 

④人参、大根、ごぼう、こんにゃく 1ｃｍ角のさいの目切りにする。 

⑥鶏もも肉、さつま揚げ、焼き豆腐はさいの目切りにする。 

⑦しいたけ、昆布のだし汁を含む分量の水を鍋に計り入れる。 

⑧金時豆、干ししいたけ、昆布、人参、大根、ごぼうを入れて火にかける。

煮立ったらこんにゃくを入れ、しばらく煮込む。 

⑨ごぼう、人参がやわらかくなったら、鶏肉、さつま揚げ、焼き豆腐を入

れ、あくを取りながら煮る。しょうゆ、酒を入れて味をつけ、ゆっくり

と煮込んでできあがり。 

１個分・・・エネルギー：109kcal、たんぱく質：7.9ｇ、塩分：1.3ｇ 

★出来れば１時間ほどじっくり煮込むと、美味しさが増します★ 

しゃべこと汁 

 

 

かまだんご 

1 個分・・・エネルギー：221kcal、塩分：0.2ｇ 

★「かまだんご」は様々なレシピがありますが、こちらは釜石の代表的なレシピです★ 
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◆食事バランスガイドでは、毎日の食事を、主食／副菜／主菜／牛乳・乳製品／果物  の 
5 つに区分しています。 

◆欠かすことのできない水・お茶をコマの軸で、菓子・嗜好飲料はコマを回すヒモとして 

楽しく適度にコマを回すこと＝トラが運動することを表現しています。 
 
※このコマは、厚生労働省・農林水産省が決定した「食事バランスガイド」に基づき、釜石市が作成したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 日 

200kcal 

かまいし版 
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主主食食                              かかままいいしし版版  

 

 

 

＝1 つ分 

↑かまだんご 

副副菜菜  

   

   

  ＝1 つ分 

↑しゃべこと汁 ↑ひっつみ汁 

主主菜菜  

                   

 

 

＝2 つ分 

↑さんま刺身 

牛牛乳乳・・乳乳製製品品  

＝1 つ分 

                     

↑飲むヨーグルト(200ml) 

果果物物  

  ＝1 つ分  

                   ↑いちご(100g)↑ブルーベリー(100g) 

 

 

 

 

 

 

釜石市には、｢かまだんご｣「しゃべこと汁」「ひっつみ汁」など地域の食財を活かした郷土

料理が多くあります。こうした地域の特色ある食文化を知り、またそれを次世代に伝承して

いくことが必要です。 
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みみみんんんなななででで食食食べべべよよよううう！！！ほほほたたたてててちちちゃゃゃんんんメメメニニニュュューーー   

＜＜＜ホホホタタタテテテわわわかかかめめめごごごはははんんん＞＞＞   

＜材料：４人分＞         

・米・・・・・・・・2 合            

・ベビーホタテ・・・200ｇ       

・ぶなしめじ・・・・40ｇ      

・にんじん・・・・・40ｇ      

・油揚げ・・・・・・1/2 枚       

・塩蔵わかめ・・・・4g              

○料理酒・・・・・・大さじ 1     

  

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量 

334kcal 12.9ｇ 2.9ｇ 60.3ｇ 0.5ｇ 

 

＜作り方＞ 

①米は研いでよく水気を切っておく。 

②ベビーホタテはざるに入れてふり洗いする。 

③塩蔵わかめは水で塩抜きをして戻しておく。            

④油揚げは熱湯をかけて油抜きをし、薄切りにする。 

⑤ぶなしめじは石突きを除いて個房に分け、にんじんは千切りにする。 

わかめは一口大に切る。 

⑥炊飯器に米・同量の水・料理酒と具材すべてを入れ炊飯する。 

⑦炊き上がったら茶わんに盛り付けてできあがり。 

 

みんなで作って食べてみてね！ 
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災災災害害害へへへののの備備備えええ   ～～～   非非非常常常時時時ををを生生生ききき抜抜抜くくくたたためめめににに   ～～～   

平成 23 年 3 月 11 日、当市は、震災による津波の被害を受けました。 

震災によって水道、電気、ガスといったライフラインが止まり、生活に大きな支障をも

たらしました。 

この教訓を生かし、生命にかかわる食材や飲料水については、日頃から適切な備えをし

ておく必要があります。また、避難生活が続く場合、限られた食品や資源をもとにバランス

を考えつつ、協力して食事作りを行う必要があります。 
非常時に対応できるように、日頃から準備しておくことが大切です。 
いざという時のために最低でも 7 日分程度の食品、飲料水を備えるようにしましょう。 

 家族の人数や構成に応じて、避難袋に入れる持ち出し用食品、長期にわたる災害の対応

のために家で備蓄する食品とに分けて用意しておきましょう。 

 

持ち出し用食品（いざという時に持ち出せる重さの目安は 5～6kg） 

非常食（カンパン、缶詰など）、飲料水 

 

備蓄用食品 

食品（缶詰、レトルト食品、ドライフーズや栄養補助食品など） 

食品（調味料、スープ・みそ汁、チョコレート、のどあめ、梅干など） 

水（1 人当たり 1 日 2～3 リットル） 

鍋、やかん、簡易食器（わりばし、紙皿、紙コップ等）、ラップ、アル

ミホイル、ウェットティッシュ等も用意しておくとよいでしょう。  

 

乳幼児のいる家庭  

ミルク、ほ乳びん、離乳食、スプーン、ビニール袋もあると便利です。 

水も十分に確保しておきましょう。 
 
要介護者のいる家庭 

咀嚼や嚥下に問題のある人は、食べやすいレトルト食品やゼリー、とろみ剤等を準備し

ておくとよいでしょう。 

病気治療中の人はいつも飲んでいる薬を用意しておきましょう。 

特別な食器等を使っている場合は、食事と一緒に備蓄しておくと良いでしょう。 

 

食物アレルギー患者のいる家庭 

アレルギー対応食品の備蓄（アレルギー用ミルク等） 

アレルギー対応食品が備蓄されている場所の地図と連絡先 

誤食時の緊急薬（抗ヒスタミン薬、経口ステロイド薬、エピペン等） 

何の食物アレルギーであるのか、明確に書かれたサインプレート等 
災害時に役立つ情報は、「いわてアレルギーの会」ホームページからもご覧いただけます。 

https://www.iwate-alle.net/ 
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糖尿病や慢性疾患など食事制限のある方 

疾患に応じたエネルギーやたんぱく質、食塩等が調節された食品を備蓄しておくとよい

でしょう。 

  

震災後のフェイズ（経過していく時間）にあわせた対応 

●フェイズ０（災害発生後 24 時間以内） 

 物資の入手が困難、電気・ガス・水道が使えないことが予想されます。 

 → 支援物資が届かない状況も考えられるので、身近にある食材を使い、食事の確保を 

考えましょう。 

●フェイズ１（災害発生後 3 日以内） 

 避難所の生活が予想されます。炊き出し等が始まると考えられますが、時期によっては

食中毒や感染症の流行も心配されるため、衛生面の悪化に注意しましょう。 

 ・水・・・・自治体や自衛隊による給水の支援が始まります。 

 ・電気・・・ライフラインの中では一番早く復旧します。 

 ・ガス・・・プロパンガスは都市ガスより早く復旧します。 

カセットコンロを用意していると、すぐに使用できます。 

 → 炊き出し等を利用し、食事をしっかり食べるよう心がけましょう。 

●フェイズ 2（災害発生後 4 日～1 ヶ月まで） 

 慣れない避難所生活で、十分な栄養を補えない食事を継続的にとっているため、食欲不

振もみられるようになります。 

早いところでは電気が復旧し、水道、ガスも徐々に復旧していきます。 

 → ある食材をうまく使い、内容に変化をつけた食事を心がけましょう。 

●フェイズ 3（災害発生後 1 ヶ月以降） 

 長引く避難生活で疲労やストレスがたまり、精神的にも疲れがみられるようになります。

このころから仮設住宅に入るなど生活に変化がみられます。 

電気、水道、ガスは、ほとんどが復旧します。 

 → 仮設住宅への入居が始まるので、規則正しい食生活を進める必要があります。 

 

 

炊き出し時の準備 

  ライフラインが使えなくなる場合に備え、屋外でも使用できるカセットコンロや調理器

具を用意しておきましょう。 

・カセットコンロ、ボンベ 

・七輪、マッチ 

・キッチンバサミ 

・軍手                  等 

 
 
 ＊ 定期的に備蓄食品を確認する日を決めましょう。 

 ＊ 買い置きした食品は、賞味期限を確認し、日頃の食生活で利用しながら、保存しまし 

ょう。 

 
参考資料 ： 「災害時に役立つ 食事支援ハンドブック」  /   一般財団法人 日本食生活協会 

       「食育ガイド」  /   内閣府  
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≪問い合わせ先≫ 

名  称 電話番号 

釜石市役所（代表） ２２－２１１１ 

保健福祉部健康推進課 ２２－０１７９ 

 

 

 

 

 

 

 


